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本誌の主張

1. 教育の基調は健康にある

2. 栄養に関する正しい知識を普及する

3. 食生活の改善により国民体位の向上を
はかる

競字 薬学博士 河 合屯太郎
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河合製薬株式会社会長

築 学関士

故河合亀太郎

会長の絶筆
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一昭和34年2J-1151」杏芸幽恥i::;,:において一

弔 辞

故薬学I専士河合［し太郎先生の御虚前に仝国梨剤師

を代表して洲んで弔辞を休げます。

先生は若くして薬学を修められ爾米今Flまで終始

薬学，薬業の社会において(iJf諮と括動を続けられ私

共後摯に深い感銘を与えられたのでありますが今糾

脱のために不帰の客となられましたことは誡に痛惜

に堪えません。

先生の研究と事業は実に）lflrliに関する問題で終始

されたと思います。 日本鮨肝油の研究は当時束大に

おいて優れたる研究と認められ薬学博士の学位を授

与せられましたがその後各種の肝油製剤の製造にエ

夫を凝らし，病弱者の栄脊補給，殊に学滋の体位向

上に貢献せられた功組は実に偉大なものがあると信

じます。

また先生が薬事保健のために常に尽力を惜しまず

戦前において多年にわたり l」木薬剤師会々長と して

薬剤師の地位向上と業権拡張に努）］せられますと共

に中央衛生会， 日本薬局方閲査会，医梨制度閥査会

等各種の政府審誠会，；翡査会＇在の委且として日本の

衛生行政特に薬事衛生の改善，改革のために献身的

努力を続けられたことは歴史に永久に残さるべきも

のと考えます。

さらに先生には束皐染科人．．学の刑・j叫・として染学

の進歩，梨学々1,tの('j成に粘励せられましたが先生

が夙に菰綬褒硲を授与せられ今IIまた特に従Ji.位に

叙せられ勲三芍＇甜詣 匂‘位を授与せられるという民間人

としては破格の栄誉に浴せられま したこと は内閣に

おいて先生のfill大なる功紹を認め之を表彰 したもの

に外なりませぬ。

私共は現在山租する難間題を抱えておりまして今

後なお先生の御指達を仰ぎながら活動を続けたいと

念願しておりましたが今先生を喪ってまことに寂塞

の感に堪えません。全国五万の日本楽剤師協会々員

は先生の遺志を掬んで問題の解決に当り以て先生の

御霊をお慰め申上げたいと存じます。

抜に謹んで先生の御冥福を祈りまして弔詞といた

します。

昭和 34年7J-j 25 1-1 

II本葵剤師協会 長々
参 議院議員 高野 一・大
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健康教育と河合博士

品常任顧問八木寿治

河合怖士は雑誌、健康教育の生みの祝であり育ての祝

である 。 •,:i;に慈眼をもってその発育生長を見守り重大

使命を託して衷心これが遂行活躙を祈念しておられた。

河合~H -1 :は芥い頃胸を悲い， ・'I'塚にある杏裳朕分院

の柴），iに勤めながら 1-:三．，，・ドの1甜糾生括を滋み全癒 して

八十プオの辰寿を保つ基礎を確立せられた。当時不治

の恥気と称せられていた呼吸器疾患を癒すのに現今の

ようなマイシンも パスも ヒドラ ジノ トもなく， もちろ

ん外科手術など思いも及ばなか った。薬といえばクレ

オソー トを配した征涵丸と生）IH1li位のものであ ったと

憫 L:は語 っていた。クレオソートに特効があるはずは

な く結），,))lH由が利いたのだと忠、い?r~ った時，更生の視

として）II柑lに感謝する と共に，'"i時 II本のtit々 till々 に

旋延し不治の糾として恐れられ芳人述を失望せしめた

肺欽患を救う にはこの布効なHF油をJI杖川せしむるに如

くものはないと咆い信念を得られたようであるっ これ

が終牛健康教育に棒げるに全・ った発端である。

'ヽ'ill炉は,,,_のままの）l干油を飲むのだから飲みにく かっ

たっ またHF油の打効成分がピタ ミン であることは全く

不1リ1でただHI袖 が効くとのみ考えられていた。 ,・,己の

休験 L神効のあるこの） 1 11111 を広 く 忠者に Jl~J 「l せし めて

.. 人でも多くの生命を救い，薬学研究者の・人と して

の使命を述したいと叩く 決謡し，以米 応 I・年をJI干油の

研究に没頭し索志を貰行せられた。生肝油はいかに特

効薬としても臭くて飲みにくいので， 先ずこれを飲み

易くすることが将及の先決問題であると考え，以来苦

心をmね粕根を傾けて，漸 く廿くて飲み易い固形肝油
の製法に成功したのがlリl治四十四年の春のことである。

この固形lll油の創製は世界的大発明で， IT¥ちに日 ・英

・ 米 • 仏＇：りのバテント をとり学界の称怜を膊 したので

ある。）lh1liドロ ノプと命名されたのがこれである。以

米ピタミン学が長足の進歩をなし， JIF油の有効成分が

ピタミンA及びDである ことが確認せられ，これらは

ピタミンの中でも人休の発育を促進 し，抵抗力を強化

するにれ効で必須欠くべからざるものであることが薬

学界，医学界で確認せ られた。

・1(ii栄脊"f:もK足の進歩を なし， II本人のu・,:j¥・食生

括は著 しく不合埋で，最も甫要で必須欠く べからざる

ピタミンA及びDが甚しく

欠乏 し，ために著 しく発育を

阻，'{-し!W疾息＇、、序を起し易い索因

をなしていることも明(/(iiiこなったっ

ピタミンの種類は多く各特沢な11_:_flH竹：）IJを現わすも

のであるが， II本人の食生活では北しく不足 し，外部

から1111充しなければ到底食物のみでは，必要：i止を充た

し得ない ものにAとDがあり，殊にAが甚しく不足 し

がちなのは文部省や）'/llで．省の統，iiの教えるところであ

るr

河合 r!l- : 1~はII本人が伝紐的に米食に依存し不合理な

食生括を営み，ために発有すべきものが発育せず世界

的｛委小なイ本格を構成し，恥胞に犯され易い1本'l'lである

ことは， ピタミンA及びDの供給4演足が_::):要な原因で

あることを (/(1布し， II本人の休イ立を1r',jl. させ，頑健な

休質とし， 世界の競争場裡に重要な役，'illを果さしむる

には， . IIも早く Fl本人の食1_1_:_j舌の不合I用を明確に理

解させて，合且H的栄於,,,_活を営むように指埒開発しな

ければな らぬ。 しか もA及びDの供給源である肝油は

l―1本に1政も敷富に;{{-在するから，安価に供給できるの

みならず品質も・jll:界 ・俊良である。 この悪まれた環桜

にありながら,.分に利川せ られず，役弱な休位に廿ん

じていたのは残念なこ とである。悴蒙運動の一 日もゆ

るがせにすべからざるを茄慇 し，これが解決を 自己の

仙命と考えた河合h限I:は，ついに意を決して多大の犠

牲を払って，栄養に関する合理的知識の開発と普及を

使命とする健康促進運動の戦士と して，雑誌 r脊護教

育」 を月 1:11し社会の第一線に旅追したのである。 これ

を無栢として全国的に学校並びに健康教育関係者に配

布して国家奉1:l:の健康教育の実践迎動に乗り出 したの

である。大戦禍により一時中絶したがようやく再典し

て 「健康教育」 と改名し，既に十数'"'の刊行を重ねて

いる。実に健康教育は河合博士術願の結品であり，国

民救済迎動の先近であり ，奉1上枯神の発亙椅である。

月刊にまで発屎させ国の隅々まで青い顔をした青年

を・人も いなくしたいのがその悲願であっ た。 これが

術願を述するのは吾々後継者に課せられた煎大使命で

ある。
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ビタミンAを食べよう

医学博士岩 尾裕之

渭健康は努力して勝ちとるもの だ、 とお っ しゃる。

万 人が求 めて 止まぬ健 康を勝ちとるために．．．．．．

厚生省が鉗年行っている国民栄裕調査の成績をみてみると，

昭和32年度の分として次のように報告されている。

「国民の食生活は全般的にみて穀類．特に米食依存度が高い

ため良質蛋白，脂肪， ピタミン A,B1, B2, カルシウム等に

欠け易く，こ のためこれらの栄将素の不足からくる身体症候

はかなりみられ，特に国民の約半数を占める生産者階層にお

いて，この傾向は源著である。」

われわれ日本人は年間を通じて，何を，どれくらい食べて

いるのだろうか， 1日1人当りのその数醤をみてみると，

米 3s1.2g I 乳
品l
16.Sg 

大 麦 45.2 乳 製 1.7 

小 麦 59.7 緑黄色野菜 類 ＇ 49 7 

雑 穀 2.1 柑橘類及びトマト 20 3 

堅 果 類 0.6 その他の果実類 43.7 

甘 藷 27.5 その他の野菜類 114 6 

馬 鈴 薯 29.3 ト海 草 類 5.1 

その他のいも類 21.2 ＇ 乾 燥野菜類 1.9 

砂 糖 類 10.3 i野菜 潰 物類 54.0 

油 脂 類 4~s I !Mf 油 29.0 

豆 類 69.9 I 酒 7.8 
- I 

魚 介 類 75.9 II菓 子 17.3 

獣鳥肉類 i~:9 Iその他の嗜好品 10.8 

卵 類 12.8 

これらの食品から摂れるピタミンAを概算してみると，油

脂類のうち主としてパターなどから 12国際単位，魚介類が

42国際単位，獣烏肉類から 21国際単位，卵類から 97国際単

位，乳及び乳製品から 21国際単位で合計 193国際単位でし

かない。一方，体内でピタミンAに変化するといわれるカロ

チンは，緑黄色野菜類から 2668国際単位，柑橘類及びトマ

トから 214国際単位，その他の果物，野菜類から 138国際q,

位，その他の食品類から 144固際単位で合計3164国際単 位

が，口から摂取されている。

いまかりにこれだけのピタミンAを大人が摂っていたとし

て，成人のピタ ミンA所要斌と比較してみると，かなり不足

しているこ とがわかる。ピタ ミンAとして摂る場合は 2000困

際単位，カロチ ンとしてなら 6000国際単位が 1日の成人 に

必要な醤と して示されているから，前の実際の摂取量をこれ

にあてはめて考えると，ピタミンAとしてなら 752国際単位

が，カロチンとしてなら 2257国際単位が不足していること

になる。そこでこの不足する栄養量を， ピタミンAで摂った

方が良いか，カロチ ンで摂る方が得か，ということを考えて

みよう。

この不足しているカ ロチ ン量は，日常われわれが摂取して

いるカロチン蟄の約 3分の1に当る。いいかえると，今食べ

ている野菜などの食品をもう 10%程よけいに食べなければ

という ことになる。今食べている野菜を 2倍近くにふやせと

いうことは，いろいろの事情でとても出来ないことだと思、う 。

栄務ということから考えても，これは大変なことである。な

ぜなら，或る栄養素が足りないからといって，その栄養索ば

かりを摂るように食品を食べても，全部が利用されるわけで

はない。他の栄投素との関係， つり合いというものが大切に

なってくる。脂肪の摂取の少ない日本人では，カロチ ンの吸

収は悪いといわれているのであって，たとえ豊富に野菜を摂

ったとしても，体内で全部が利用されるわけのものではない。

カロチンがピタ ミンAに変化するのは，肝臓であると長い

間信 じられていたが，最近の研究では，腸壁でもカロチンか

らピタミンAに変化することがわかってきた。腸壁といって，

それが外側ではなく内側であるのだから，当然吸収という こ

とを考えてみなければならない。

キサントフィルやルテインが共存するとカロチ ンの利用が

悪くなるという報告がある。キサントフィルやルテインはカ

ロチノイド色素群の一員であり，緑野菜の中にかなりた くさ

ん含まれている。カロチンを摂ろうとすれば，自然このキサ

ン I・ フィルやルテインをたくさん摂らねばならない結果にな

り． 思わしくないことになる。また， トマトの赤い色素であ

るリコ ビンは，少量ではカロチンの利用を よくするが，こ の

リコ ビンが多いときは，カロチンからのピタミンA生成が悪



5

いということが証明されている。こんなことから考えても， 早く処趾しなければならないと思う。この不足症の発現は季

野菜類を増して，ピタミンA摂取不足を補おうとするのはあ 節的に少し異っている。

まり得策とは言えない。

また，カロチンの体内利用については，どんな蛋白質と一

諸に食ぺているかということも関係している。カゼインのよ

うな動物性蛋白質を一諸に食べていれば，カロチンの吸収は

よいのだが，これに植物性蛋白竹のカゼ インをつけ加えた も

のや，或はグルテンで蛍白質を補ったものでは，カロチンの

ピタミンAへの変化は悪い。なぜ，このように，穀頷の蛋白

1flが，摂取蛋白質の大部分であったり，また一部分を占めた

ときに悪くなるのかは，理由がつきとめられてはいないけれ

ども， 蛋白 1員の代謝にピタ ミンAが必要であり ，体の蛋白質

を構成するのにピタミンAがあずかっているということが関

’係しているのではなかろうか。

またピタミンEの有無がカロチンの利用に関係があるであ

ろうということは，使用する食用油の種類にも彩評するわけ

である。II旨肪の添加がカロチンの吸収を良くするといっても，

このよう な違いがあるし， もし この食用油が鉱物油で少しで

も偽和されていようものなら，カ ロチンの吸収は非‘常に悪く

なる。

2
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身体症候発現率

巨 77月
惚 5月

浮
肌

闘
腸
筋
圧
痛

腱
反
射
消
失

毛
孔
性
角
化
症

口
化
症

役
血

は：111111る野菜

の種類によってこの表のように夏に一番低くなる。

この状態を食

このようにいろいろ条件を考えてくると，カロチンで摂取 品の摂り具合か

不足をうめることは考えものである。 ピタミンAで摂る方が らみてみると，

その利用の割合からいってもずっとよいといえる。 野菜果実の摂り

ピタミンAの吸収は極めて優秀なので，一度に 100万単位 方がふえるだけ

もの大砿を与えても 90%以上が吸収利用されるそうである。 で他の食品は減

まして実際の食品の中にはこんなに大砿があるわけはないの

だから，完全に全部吸収されるものと考えてもよいだろう。

しかし，ピタミンAを含有する食品といわれると， 比較的少

ないし，また高価でもある。1厚生省の関杏した表にも見られ

るように， ピタミンAを含んだ食品はなかなかつづけて摂り

にくい。この11/生省の行なう調査の中の栄投欠陥による身体

症候という項を

名 身体症候発現率
みると次のよう

10 
な表がある。， 
ピタミンAの

8 
不足症とみられ

'7 
／ 
る毛孔性角化症

6 ＼ 
・ヽ

‘― __ _/ というのは，率
5 ヽ ／ 

¥._―‘ は少ないが毎年
4 

箱年ふえてし、る。

3 
国民病といわれ

2 汚腫 ．．． 
~ --···-~ ン．,.-．..._. __ .____/ るピタミン B1
_心_..... うLt_庄_角_it症

不足症（）健反射

24 25 26 27 28 29 30 37 32 1肖失）のように
年 度 ならないうちに

っている。 しか

しこのふえた野

せ．：

`
•
い
・
-．、．

,_.: 

この秋にピ

タミンAの不

足症が多いの

は，次表に見

られる夏のピ

タミンA源摂

取不定の彩特

があらわれた

ものと考えら

れる。 ピタミ

ンAは 1年を

通じて摂取屈

にそう妍減は

ないのだが，

カロチ ンの方

江平均 5 8 71 

I.U. 
2500 

000 

1500 

1000 

500 

2
 
月

菜果実も．キウリ，ナス，モモ，ナシといったようにカロチ

ン源にはならないものである。それでどうしてもピタミンA

源摂取不足になる↑だから秋にA不足症が目立ってくるので

ある。

こう考えてくると，健康をまもるために毎 FlピタミンA浪

縮物を数滴食品にたらして食べる必要がでて くる。 ピタミン

Aは空腹時に摂るより食事と一諸の方が利用が良いといわれ

ているので，このよ うにどうしても食物に入れて食ぺるのが

良い。まして近頃のA濃縮物も粉末も，不快な臭気はないし，

微量ですむことなのだから。

以上ピタ ミンAについてのべたことだけでもいろいろと而

倒なこととお考えのことであろうが．こういう努力を して健

康というものは勝ちとるものと思、う。そうすれば， II音夜にrr
動車のヘッ ドライトに眩惑されてけがをすることもなかろう

し，映画館に飛び込んでもま ごまごした り、けつまずいてけ

がをすることもな＼ヽであろう。

（国立栄将研究所応）廿食品部長）
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猜抽と達康

医学博士 活 症 翌立
ぎ""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""'""""""""""'""""""""""'""'""'!
自この一文はまさに天の声である。

巨

［怒る ということがいかに恐ろしいこ とである力,I 
［一ー前号と共に再読されたい。一―- I 
-................................................................................. , ........................................................ , 

怒るという一連の精神作用は喧嘩をする前提であり

大なるエネルギーを要する。そのためにかかる状態に

なりますとIll/巖，筋肉等に貯えてあ った糖原 （グ リコ

ーケン）が補萄糖と して血中に総動員される。私逹が

正‘，府の精神状態にあ ったときは血中葡萄糖の値は大体

0.1%前後であるがこうした場合には 0.2%以上にも上

昇 しエネルギー源となる。一回位であったならば膵臓

中のラ ンゲルハンス島 より分泌されるイ ンシュリン と

いうホルモンの作用により， J(LL釉値は正‘常範囲内に復

するが，何回も累積していきますと， インシュ リンの

分泌が過少と なり ，J(IL糖値は異常にi',':iまり ，糖尿貼を

生ずるようになる。即ち身イ本的粘神的作業能力は減退

し， 多食あるに拘らず，休mりは減少し口渇，性欲減
退等の症状を以て発柄し，尿中に釉を検出するように

なり， 抵抗力が弱ま り種々の柄気にかかり易くなり，

そしてそれが治癒し難いいわゆる湘If尿約となるのであ

る。

糖尿病を起こす原因には種々ありますが大休に於して尖食，

過食に流れそして激怜激化するような精神作用の頑固な人に

多く見られるのはこのためである。また政治家病，マネージ

ャ病と言われる所以もうなずける。

更に精神作用は，主と して）l+Jv政機能を通して私達の

身体内に化学作用を起こす。怒 った人の血清を反応鋭

敏なモルモ ットに注射すると咽みつくようになり，悲

しみにあった人の血消では力な くなり，愉快な感情の

持主の血消によると食欲を増進するような結果を生ず

る。即ち怒る，悲 しむ等の感情は，）l干臓の解毒作用を

減退して血中に有毒物質を生じ，愉快な感情は，）If臓，

の機能をたかめて栄脊価のある化合物を生ずるわけで

ある。血中に生じた化合物をわれわれは呼吸と排尿作

用と によって身休外に排泄するっ怒ると尿中に多燥の

有毒物質が排泄される。

ゲーツ教授は，呼吸作用による排泄を利用してこの事を科

学的に立証している。これはマーデンの「何人も王となり得J

という著占の中に掲載されている。即ち種々の粕神作用の人

の吐く息を冷却管を通 して液休を作り，それにロ ドプシンの

沃化物を試薬として色呈反応を試みた。これによりますと，

憤怒の際に生じた沈毅物は褐色を呈し，この沈毅物を動物に

服用させると輿奮を惹き起し，かわいい子を失って悲歎に沈

んでいる人においては灰色を，人を恨み危険息想をいだくよ

うな人においては赤色を，愉快な感恰の人においては緑色を

呈するのである。かつ，怒り易い悪意のあるそして陰うつな

る情緒は，身体の組織内に有甜なる化合物を生ぜ しめ，その

中のあるものは極めて有甜である。これに反して，愉快な心

の温まるような情緒は，栄投価を有する化合物を生産して，

それが組織の細胞を刺戟して偉大なる勢力を生ぜしめるので

ある。

かくの如 く怒る竹の不愉快な感情は，肝臓の解毒作

用を弱めて，その粘果血中に有蒋物質が形成されるば

かりでなく，身休各所の組織中にもH様の物質が作ら

れ，かつ吐 く息の中にまで布翡：物質が排泄されるとい

う恐ろしい結果になるのである。 されば不平，不悩，

闘争の多い家庭に納人が絶えないのは当然のことであ

る。更にこれが妊婦及び産婦においてはその胎児及び

乳児に及ぼす影評の大なることを深く 考えねばならぬc

宗教 または修養筍に よって好ましい粘神作用を持続さ

せると血中に栄脊価高い物質を生 じ，胎盤を通して胎'

児に好影評を及ぽすこと になるわけである。 また乳汁

中に有毒物質及び栄森価高い物質が分泌され， これが

乳児に大 きな影特を与える。極度の恐怖，悲歎及びシ

ョック を受けると乳汁の分泌が減少するばかりでなく，

その中に急激に有毒物質を生ずるため， これを飲んだ

乳児が，発病 した り栄於失調匁iを起こすことは私達の

よく相談を受けると ころである。この心理的原因を取

り除き，快よい感情，希望に悩ちた生活，修於生活に
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入 らしむると， 乳汁の分泌が良好とな り， その性．状が

改善さ れ，乳児の発有状態は極めて良好とな るもので

ある。

以上怒るという感情が，神経系統及び内分泌系統を介して，

私逹の身体に種々の反応を起こすことの大要につき考寮を試

みて来た。

更にかi'/神竹：川を生物電気学的に考えてみよう。

私逹の身休は一つの生物・,彫気体である。肉休的及び

粘神的竹：菜 をし ますと動竹軍流を生 じ，桔密なる機械

を利用し てこ れを描き出すことが出米る。筋肉を活動

させると ここ に屯流 を生 じ，筋氾図を以って証明され

る。同じ ように，心臓の動作電流を心電図で読み， 高

血圧や心臓疾患の危険防止に利用 されているこ とは，

ご承知の通りである。

最近に至って脳波ということをしばしば耳にし，あらゆる

本で見出すようになったっこれはIii計における活動即ち梢神作

用も，微弱ながら一つの動作姐流を生じ，筋電図，心遁図と

同様Iii対波を描くことが出来るのである。この恩典に俗して，

心埋‘やや籾神身休医学が非'/F;なる進歩発展をとげつつあるの

です。 怒れは怒 っ た脳波が生 じ ， 周囲に放散され． — •種の電

磁波の如き状態となって伝わる。怒り狂っている人の周囲に

は．何か異様な感情を激するような雰[J廿気を惑ずるのは，一

つには，このIii紐波の影特も考えられる r これに反して， よい

感枯からはよい脳波を生じ，何人にも好感をいだかしめるも

のである0 Iii紐波は精神作用をそのまま.TE直に描き出すゆえウ

ソ発見堺に利用出来るわけである。

また私述の精神作用がその まま外部に現われるのが

眼である。眼に米る神舒即ち視束は．大脳 と発生学的

に1斤J一組織であり大脳の突起であると考えられる。

ゆえに大II記の竹用そのま まが1恨に投影される。ゆえに

大脳 と反対の目つきを することは，いかなる名優とい

えど も不可能である。眼光，目つき，眼の動きから来

る一連の活動をみれば，その人の精神作用は誤り な く

読み とることが出来るわけである。 これに反 して， 言

語は精神作用と反対なことを述べることが可能である。

ゆえにことばからは，往々に して精神作用を誤って読

みと ることがあり ，幾多の悲劇を演ずることは私逹の

見間または経験す ると ころであ る。 この意味において，

盟亙る という こと より も，また聴 くというこ とよりも，

視 ると い うこと の訊大な意義が存する所以である。 ラ

ジオを通しては頁の道徳教育の行われないのはこのた

めである。視聴党教育 として テレピが登場 したことは

殷賀に値するが，これ とても真の道徳教育は逹成され

ない。真の道徳教育はよき脳波の交流に依って実現さ

れるものである といってもあえて過言ではない

私達の肉休は 20歳から 25歳の間に完成の域に達する。完

成した私逹の肉体を左右するものは精神作用である。その精

神作用が肉（本に及ぼす影響について各方而から考察を加えた

わけである。健康，不健康，幸，不幸，自然死を全うし得る

も得ないも，ーにかかってその人の精神作用にあると云って

も過言ではないのである。そしてその精神作用を司る最高中

枢が大脳皮’員である。

大脳皮質は大脳の中で最も高等な所であり，人間において

最大の発育を遂げる所であり，人間を人間として特徴ずける

最も重要な部分である。大脳皮質における神経細胞の数は，

もちろん人によって差違はあるが，大体において 140億から

150億前後であるといわれている。 この莫大な神経細胞が，

整然と一定の規則の下に配列し，層を形成し，微妙な精神活

動の最高役割を演ずることを思うとき，造化の妙のイ訊大さに

ただただ頭を垂れるばかりである。そしてその細胞は，健全

に働かせれば働かせる程限り なく発達 し， 生を終わるまで衰

えをまさない特殊な細胞である。またその反而，何歳でも こ

れを働かせることを中止すると，その発達もストップする。

肉体は 20歳から 25歳の間に完成するが，大脳皮質の細胞は，

働かせれば働かせるほど無限の進化発展をたどるばかりでな

＜．ザ常なる生理的作用においては発熱をみざる身体唯一の

不思議ともいうべき部分である。不平，不満後悔，憤怒等

の好ま しからざる梢神作用がここ に行われますと，前述の如

く，身休各所に悪影膀を及ぼすばかりでなく発熱をもみる。

大）l和のレク リェーションと して最もよ い精神作用は

希望，感謝，報恩の念である。 この精神作用と行為は

人間以外の動物にてはほとんどみられないものである。

これこそ人間の人間たるゆえんであり，人間が万物の

霊長 として君臨できる条件でもある。ゆえに，人間と

してこ の世に生を得たことに無上の喜びと感謝を感 じ，

報恩の精神を以って自己の従事する仕事に使命を覚え，

全精神を傾注 し，昨日 よりは今日，今日 よりは明日へ

と無限の向上発展を期 し，努力に努力を重ねて終生止

まらざる精神作用になりますと，心身共に明朗となり ，

健康は完全に保持され，天寿を全う し大往生を遂げ，

自然虻へと招待されることは多くの長寿者の証明 して

いる所であ る。生涯を植物学の研究に休げ抜いた牧野

富太郎博士が，九十六歳の天寿を全う したばか りでな

く，死の終わる直前まで植物学の講義をなし得たこと

はあに偶然ならんやで，幾多の尊き教訓を私達に与え

るものである。
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執JJ生活六十年
—肺結核

東大名符教授
医 学柚 士 塩 田 広 菫

盲腸炎の手術に類するようなことは他の病気にもたくさんある。

その一つとして結核についてですが，肺の結核というものを手術す

るということは，以前は考えていなかった、

とメモをごらんになるたびにメガネをおかけになる。

肺だけでなく， l=f本では外科の治療というものは杵

はなか った。外科ということばは鎌倉時代にはじめて

支那から入って米た。 しかし外科とい っても刀で切っ

たりしないで， l),Ji物を音薬などで治したりするのを背

は創腫とい った外科であ ったわけだ。

ところが今から 160年も前に紀州の和歌山に妍岡計

洲という大家が出た。本門の大家だ。凩部でいろいろ

勉強し，家に帰 ってからも研究をつづけたが，外科で

は物によ っては切らなければな らん，それには稲みを

止めねばならんというので，文）111のもの， 「1本のもの

をしらべた結果淋彿散を考えた。主剤はマ ンダラゲ即

ち朝鮮アサガオで， 一「•して曲 じて飲ませる 。 ところが

そのころはまだ動物をJTJいて試験してみるなどという

ことがなか ったので何とかして試みて見たいものだと

苦心していた。それを見たお母さんが，

「私に試験してみたらいいだろう。私は年奇りだから

じき死ぬんだ，お前が独りで苦しんでいる必要はない

じゃないか。」

といわれた。すると妻君が

「おばあさんにそんなことをさせることはできません。

私にやらしてください。」

と争論した。 どちらに試験したか'j':11然としないがお母

さんにしたと人は思っている。 とにかく有効なことが

わかった。

近所に乳ガンのおばあさんがあった。当時でも乳ガ

ンは不治であることは判っていた。

「どうか先生私のをひとつやってください。」

と申し出た。

「手術はやってもいいが死ぬかも知れんぞ。」

「覚悟しています。ぜひ私でためしてください。」

ということで，その薬を）11いて眼らしてガンを切り坂

って治 してしまった。

これが大評判とな って全国から治療を乞う者が集ま

って百何十例かにな った。 また弟子も全国から集ま っ

た。ただ H本の内の二国からだけが来なか った位であ

った。

それから四十年後になってアメリカのモートンとワ

レンが麻酔薬を人1111に試みている。坤岡青洲の功納は

大したものであるわけだ。

先生は乳ガ ンのほかにいろいろな手術をした。集ま

った多くの弟子たちは何年かここで見習をして全国に

ひろが った。その中で水戸の本間棗軒 (Llfl治5年に亡く

なった） という人は足を切ったり，膀）I光を開いて大き

な糾石を出したり，たくさんの手術をした。 しかし胸

腔を開いて）!diや心臓に手術を行なうことなどは考えら

れなか った。なおまたこのように進んだ方法も， 科学

のなかった n本では新たに研究改良して進歩させると

いうことはされなかった。明治の初めごろこの方法も

終わってしまった。

西袢朕学が進んで日本でも医者の大学を建てること

になり，束京帝国大学が始められて明治 14年にドイ

ツから スク リパ先生 を招へいした。私は卒業の翌年の

1901年からこの先生について研究した。 今年は 1959

年だから 59年たったわけだが

当時は腹を開いていろいろな手術をすることが始ま

った。 しかし胸を開いて手術するということは考えら

れなか った。

フランスでは後で行って知ったのだが外科医チュフ

イエが）I輯i'i核の悪い所を切り坂るということをやった

が結果がよくないのでやめてしま った。

日本では時がた ってからだが，肺結核に対する外科

的治療の中先ず最初に胸の中に針を射して空気を注人

して気胸を竹って)!iiiをしぼめて休ませるという気胸療

法が行われていた。
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その後肋骨を切坂って胸腔を狭くして）!iiiを休ませ る
方法が行なわれ，次第に手術方式も改良されて米たが

手術後の化膿にI&!っていた。そのうち化眼を防ぐ抗生

物質がアメリカから輸入され，手術も上達しかつ輸血

しながら手術をするなどと進歩して きた。

やがて）!iiiの悪い部分だけをとる方法も考えられ，な

るべく 早期診断をして糾気が拡がらぬうちに収除く こ

とにな った。 これが!liliの手術が行なわれるよう になっ

た道行きですね。

手術の進歩ととも に，粘核に対する抗生物質が種々

考え出されて結核患者が非‘常に少なくなった。 しかし，

こうした抗生物質に対して保iの方でも耐抗性が起こ っ

て米て困 っている。そこでHiiffl=の生かしかたの少ない

ものを選んで治燎をしているが，抗生物質と手術の外

には結核を治椒する方法がなくてはI-ts!る。 もう一つ他

の方法を考えなくてはならないというので私の）く学の

丸山教授がII(!,和 19年から考えてワクチンを作 った。

結核ワクチ ンとしてはもとのコッホのワク チン閲lち

ッペルクリンがあるが今のと迫っていて， それを注射

すると糾核糾巣が悪くなるからl糾る。丸,,,教授が作っ

たのは皮ふ結核に大変いい。 20年も治らなか ったもの

が治ったが肺結核では熱を出す。そこで研究して熱を

出す ものを除外して熱も何 も起さないワクチンを作っ

た。 糾核燎於j外などで1史 っ て少したところ;1 :•常に成粕が

いい。納巣のできているのも治る しー・般状態も良好と

なって大変布効であるということを認めたわけである。

このワクチンにはA・B・Cとあ って今はCを使っ

ているが，これを抗生物質と共j,ijして使っていけば）!iii 
結核は充分によくなるわけである。

ことしの 9月に ミュンヘン市で第 18回の国際外科

学会が開催され， 主題は整形外科の問題であるがその

他の問題でも話してよいことになっ ているから，久し

ぶりで出席して会の模様を見，かつ今申したような新

しい問題について話をして見たいと考えている。

C'.................................................................................................................................................. 

； 先生のゆめはかつて歩かれた西洋請(]Iをかけめぐっているように見
i 受けられた。
「好いころ脚気をした.:と以外に刹気をしない。健庫ないい索nを忠
まれて *Jとおっしゃる先生の顧には若い学徒のillが麻怜11しているか

に息われるほどつやつやと輝いていた。

次ザにはJ此近とくに進歩した心臓の手術の間題と

「もう一つij°(大な1問題は」とことばを改めておっしゃるガンのお話を

述載いたします。 （久哀大黒）

ビタミンAの欠乏症

Aは食物中に分布が狭く，含磁も少ない。また野菜丸＇（中の

カロチンは利川率が不良なので，Aの必要な批を摂11又するこ

とがむずか しい。特に幼児，小児ではAの祈積が少な く，ま

た生長によるiM拉が多いため欠乏が起こり易い。その他Aの
欠乏を米たす原因としてtl'J化器， II-I'll磁の病気による吸収節宵，

伝染性疾患におけるAtl'J耗のJ杓大，糖尿病などの楊合のカ ロ

チン利用障占が脊げられる。

Aの欠乏症状として次のようなものがある。

皮酒の乾媒 ・角化，夜盲症，結II炎・角膜の乾媒症， Wl化器

呼吸器 ・泌尿沿':trの樹l皮の変化，各種分泌腺 ・骨 ・歯 ・神経

の変化。

人イ本のA欠乏紐状として最も多く見られ，古くから知られ

ているのは第•に（反盲症である 。 眼の網II岱にはA を含んだ祝

紅という物'fjが含まれ，その光化学的変化によって視立を生

ずる。1本内のAが+Jlすると，祝紅の生長が妨げられて夜盲

紅．が起こる。この楊合のAの作J「I機構は最近の研究によって

lり1らかになった。

Aの欠乏が進行すると眼の結II炭が変化して乾煤し白斑を生

じ，角膜が軟化して，ついには失明するにいたる。

皮店の障害も多く 見られる症状で，乾煉し，つやを失い，

毛孔の周りが角化して丘疹を生ずる（毛孔性角化症）， 普通

にさめはだなどと呼ばれる。国民栄脊調査では栄脊欠陥によ

る身体症候の一つとして調査しており， 全国平均で3.5%の

発現率を認めている。1災村では 7~8%に達するところがあ

るという。

A欠乏は前記のように上皮細胞の変性を来たすもので，抵

杭力が低下して病菌におかされ易くなり，インフルエ ンザ，

肺炎，錮虫に対する感染率が裔くなる。

上記の特有のA欠乏症状が現われない軽炭の欠乏状態でも

疲労 し易く，活動力が鈍り，抵抗力が恢退し， 発育が阻';I;-さ

れるなどの悪彩料がある。日本人は食r'i'm上Aの不足を米た
し易いので，平索Aの不足を米たさぬよう注邸することが1呆

健上大切である。
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五十年の伝統を持ち真摯な研究と最新の

技術とを基礎として生産される河合の製品
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